
に ほん で あい

� 日本との出会い �

ちい わたくし に ほん ぜんぜんかんが
小さいとき、私は日本のことは全然考えていませんで

に ほん こ とくべつ がいこく し
した。日本の子どもだったら、特別に外国のことを知ろ

おも
うと思わなくても、テレビゲームとか、コンピュータと

に ほん ご がいらい ご
か、日本語になっている外来語がたくさんありますし、

や きゅう み い せんしゅ むね どうぶつ な まえ がいこく
野球を観に行ったら、選手の胸にある動物の名前は外国

ご か わたくし ば あい
語で書いてあります。しかし、私の場合はそういうこと

まった かんが さい おや こ
は全く考えられませんでした。７、８歳のころ、親から子

む ひゃっ か じ てん べっさつ
ども向けの百科事典をもらいました。その別冊にフラン

に ほん か
スとオランダと日本について書かれていましたが、いま

あたま のこ たい こ ばし た まい こ
頭に残っているのは、太鼓橋に立っている舞妓さん、あ

はい く ひ じょう みじか しい か に
るいは「HAIKU（俳句）」という、非常に短い詩歌が日

ほん
本にあることぐらいです。

わたくし ちゅうがくせい おな に ほんじん おんな
私が中学生になったころ、同じクラスに日本人の女の

こ はい い ぜん に ほんじん み いち
子が入ってきました。それ以前は日本人を見たことは一

ど おも わたくし かのじょ はな
度もなかったと思います。ところが、私は彼女と話した

おぼ まった に ほん きょう み せ
覚えが全くないのです。日本に興味がなかったし、『世

かい れき し じゅぎょう に ほん とうじょう
界の歴史』の授業でも日本のことはまず登場しませんで

かのじょ あざ おも で そつぎょう
した。彼女についてのいちばん鮮やかな思い出は、卒業

しき こうちょうせんせい に ほんじん おんな こ な まえ よ
式のとき、校長先生が日本人の女の子の名前を呼ぶのに

な まえ みょう じ さか い とう じ かのじょ
名前と名字を逆さまに言ったことです。当時彼女のこと

き どく おも ねん
をたいへん気の毒に思ったのですが、それから１０年か１５

ねん い み し
年あとになって、その意味を知りました。

に ほん ご で あ

� 日本語との出会い �

だいがく ねん ぐうぜん ちゅうごくじん した
大学１年のときに、偶然、中国人と親しくなりました。

かれ わたくし かん じ かんたん ちゅうごく ご おし わたくし
彼は私に漢字や簡単な中国語を教えてくれました。私は、

ちゅうごく に ほん きょうつう も じ ふか かんしん
中国にも日本にもある共通の文字に深い関心がありまし

かん じ み りょく かん わたくし
た。どうして漢字に魅力を感じたかというと、たぶん私

こ きっ て あつ おも
が子どものころに切手を集めていたからだと思います。

あたら きっ て か かたち きっ て あつ ほん は
新しい切手、変わった形の切手を集めて本に貼るように、

わたくし めずら かん じ あたま なか は わたくし かくすう
私は珍しい漢字を頭の中に貼っていたのです。私は画数

おお ふくざつ かん じ す わらい
の多い複雑な漢字がいちばん好きでした（笑）。

しょう わ ねん わたくし さい ひ
１９４１（昭和１６）年、私は１９歳になりました。ある日、

なつやす にん に ほん ご べんきょう
ひょんなことから、夏休みに３人で日本語を勉強するこ

わたくし つか きょう か しょ
とになりました。私たちが使った教科書は「さいた／さ

に ほん しょうがくせい
いた／さくらがさいた」という、日本の小学生が使うも

しゅうしん きょう か しょ つか
のでした。そのあと修身の教科書も使いました。ほかの

り に ほん ご むずか おも さい ご
２人はだんだん日本語は難しいと思うようになり、最後

つづ べんきょう わたくし
まで続けて勉強をしていたのは私だけです。

なつ お だいがく もど に ほん ご べんきょう つづ
夏が終わって大学に戻ってからも、日本語の勉強は続

おも とう じ がいこくじん に ほん ご よ
けようと思いました。当時、外国人が日本語を読めるよ

あたら きょう か しょ に
うになるための新しい教科書ができたばかりでした。日

ほん ご おも ひと きょう か しょ
本語をマスターしようと思う人にとっては、この教科書

まった やく た おも
は全く役に立たなかったと思いますが、「さいた／さい

おと な む ないよう
た／さくらがさいた」よりは大人向けの内容がありまし

わたくし べんきょう つづ
たから、私たちは勉強を続けたのです。

おな とし わたくし に ほんぶん か べんきょう おも
同じ年、私は日本文化について勉強をしようと思いま

わたくし いっしょう せんせい で あ
した。そのとき、私の一生の先生に出会うことになりま

つの だ りゅうさくせんせい せんせい ぶんがくさくひん てつがく
す。角田柳作先生です。先生は、文学作品や哲学などあ

ぞん
らゆることをよくご存じでした。

だいがく に ほん ご べんきょう に ほん ご むずか
大学で日本語を勉強しましたら、ますます日本語の難

たと ちゅうごく ご ちが
しさがわかるようになりました。例えば中国語と違い、

ひと かん じ よ かた いく けい ご もん
一つの漢字に読み方が幾つもあります。また、敬語の問

だい だんせい ご じょせい ご ちが
題もありました。それから、男性語と女性語の違いがあ

い がい
ることも意外でした。

にち べい かい せん かい ぐん に ほん ご がっ こう
� 日米開戦と海軍日本語学校 �

おな とし ねん がつ かな で き ごと
同じ年の１９４１年の１２月、たいへん悲しい出来事があり

かいせん わたくし せんそう にんげん こう い
ました。開戦です。私は、戦争は人間のあらゆる行為の

なか みにく かた しん
中でいちばん醜いものだと固く信じていました。しかし、

ねん がつ にち こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい せつりつ しゅうねん き ねん こくさい に ほん ご やく た
１９９９年１２月１日に、国際交流基金日本語国際センター設立１０周年を記念して、国際シンポジウム「日本語は役に立

こくさい ご に ほん ご か のうせい さぐ かいさい ほんごう だい
つか？ ～国際語としての日本語の可能性を探る～」が開催されました。本号では、ドナルド・キーン コロンビア大

がくめい よ きょうじゅ き ねんこうえん ないよう ようやく しょうかい し めん つ ごうじょう ぜん ぶ しょうかい ざんねん こくさいこうりゅう き
学名誉教授による記念講演の内容を要約して紹介します。紙面の都合上、全部をご紹介できず残念ですが、国際交流基

きん ぜんぶん こうかい ぜ ひ らん
金ホームページ（http : //www.jpf.go.jp/j/index.html）で全文を公開していますので、是非ご覧ください。

ほん ないよう じ ごう しょうかい よ てい
なお、本シンポジウムのパネルディスカッションの内容については、次号で紹介する予定です。

に ほん ご やく た
「日本語は役に立つか？」

こくさい ご に ほん ご か のうせい さぐ
～国際語としての日本語の可能性を探る～

き ねんこうえん に ほん ご わたくし
記念講演「日本語と私」

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい せつりつ しゅうねん き ねんこくさい
国際交流基金日本語国際センター設立１０周年記念国際シンポジウム

だいがくめい よ きょうじゅ
ドナルド・キーン コロンビア大学名誉教授
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じっさい せんそう わたくし
実際に戦争となると、どうすればいいかということは私

い げん
はなかなか言えませんでした。ちょうどそのころ、『源

じ ものがたり えいやくほん よ じつ
氏物語』の英訳本を読みまして、実にすばらしいものだ

おも に ほん ぶん か はじ
と思いました。日本にちゃんとした文化があると初めて

き わたくし
わかったような気がしました。そして私は、そのころの

くら しんぶん げん じ ものがたり せ かい とう ひ
暗い新聞から『源氏物語』の世界に逃避したのです。

わたくし かいぐん に ほん ご がっこう し がん にゅうがく
私は、アメリカ海軍の日本語学校に志願して入学でき

まいしゅうむい か かん まいにち じ かん じゅぎょう
ることになりました。毎週６日間、毎日４時間の授業で

きょう か しょ ながぬまなお え かた せんぜん つく
した。教科書は長沼直兄さんという方が戦前に作ったも

きょう か しょ じ かん どくしょ じ
ので、いちばんいい教科書でした。２時間の読書と１時

かん かい わ さい ご じ かん か と とう じ
間の会話、そして最後の１時間は書き取りでした。当時、

わたくし おぼ きゅう か な づか ほん じ こわ せんせい
私たちが覚えたのは旧仮名遣いと本字です。怖い先生が

こくばん まえ た たと たいわん ひ じょう はや か
黒板の前に立って、例えば「台湾」などを非常に速く書

たいわん ほん じ じつ かくすう おお わたくし かくすう
きます。台湾の本字は実に画数が多いのです。私は画数

おお じ す ひと
の多い字が好きでしたからわかりましたが、ほかの人た

と ちゅう げつ べんきょう じ びき つか
ちは途中でやめました。１１か月の勉強で、字引を使いな

に ほん ご よ かい わ
がら日本語が読めるようになりました。それから、会話

て がみ
がいちおうできるようになりました。また、手紙などを

に ほん ご か さい ご つき
日本語で書けるようになりました。最後のひと月ぐらい

わたくし ぶん ご おぼ
で私たちは文語も覚えました。

わたくし げつ べんきょう お は けん
私たちは１１か月の勉強を終えてハワイに派遣されまし

つ よくじつ ほんやく はじ
た。ハワイに着いた翌日から翻訳を始めました。しかし、

せ かい たいくつ たと
世界にあれほど退屈なものはありません。例えば、もう

そんざい に ほん ぶ たい ひと な まえ かいどく
存在しない日本の部隊のすべての人の名前を解読しなけ

ひ わたくし ちい て ちょう
ればならないのです。そんなある日、私は小さい手帳を

み に ほんじん へいたい にっ き て がみ
見つけました。日本人の兵隊がつけていた日記や手紙で

わたくし に ほんじん せんそう ほんとう おも し
す。私は日本人が戦争を本当にどう思っているのかを知

へん い かた わたくし さいしょ に
るようになりました。変な言い方ですが、私の最初の日

ほん とも し ひと わたくし
本の友だちはみんな死んだ人ばかりでした。私にとって

わす たいけん
忘れられない体験でした。

せん ご

� 戦後のこと �

せん ご せん じ ちゅう に ほん ご おぼ わか ひと
戦後になりますと、戦時中に日本語を覚えた若い人た

に ほん ご やく た ぜん ぶ
ちは、日本語は役に立たないということでほとんど全部

わたくし わか
やめました。しかし、私はいちばん若かったし、ほかに

し ごと かんが に ほん ご
仕事はありませんでしたから、いろいろ考えて、日本語

けっしん わたくし いっしょう けつ い なか
でやろうと決心をいたしました。私の一生の決意の中で

じゅうよう
これがいちばん重要でした。

わたくし だいがく べんきょう つの だ せんせい した
私はまずコロンビア大学で勉強し、また角田先生の下

べんきょう ねんかん だいがく りゅうがく
で勉強して、１年間、ハーバード大学に留学しました。

えいこく だいがく しゅうしょく とう じ
そのあと英国のケンブリッジ大学に就職しました。当時

だいがく に ほん ご きょういく ひ じょう か
のケンブリッジ大学の日本語教育は非常に変わっていま

に ほん ご し わか えいこくじん さいしょ
した。日本語をひとつも知らない若い英国人が、最初に

に ほん ご よ こ きんしゅう じょ わらい こ
日本語として読んだのが『古今集』の序です（笑）。『古

きんしゅう じょ むずか
今集』の序は難しいのでは

おも
ないかと思っていましたが、

れいせい かんが こんにち あさ
冷静に考えると、今日の朝

ひ しんぶん よ
日新聞よりもはるかに読み

かん じ
やすいのです。まず漢字の

かず すく こう ご
数が少ない。また、口語を

し ひと ぶん ご ぶん
知らない人にとっては文語のほうがやさしいのです。文

ぽう れいがい
法がはっきりしているし、例外はほとんどありません。

ご い ひ じょう すく に ほん ご
それに語彙が非常に少ない。そういうことで日本語を

し がくせい ひと こころ
ひとつも知らない学生でも、「やまとうたは、人の心を

たね こと ば おぼ
種として……」とか、そういう言葉を覚えたわけです。

わたくし かい わ じ かん たの かい わ ほんとう けっさく
私は会話の時間を頼まれたのですが、会話は本当に傑作

がくせい し せい き きのつらゆき
でした。学生たちが知っているのは、１０世紀の紀貫之の

に ほん ご かい わ い がい
日本語です。そういう会話ができるのは意外でした。

に ほん ご うつく
� 日本語の美しさ �

わたくし だいがく だいがくいん もど つの だ せん
私はコロンビア大学の大学院に戻ったときに、角田先

せい した べんきょう もう せんそう お
生の下で勉強をしたと申しましたが、戦争が終わってか

わたくし わか ひと だいがく もど たいへん ち しきよく
ら私のような若い人が大学に戻りました。大変な知識欲

わたくし に ほんぶんがく み りょく
がありました。そして、私はますます日本文学に魅力を

かん へいあんちょう ぶんがく げん
感じるようになったのです。平安朝の文学として、『源

じ ものがたり いち ぶ ぶん よ わたくし に ほん ご なん
氏物語』の一部分を読みました。私は日本語なら何でも

よ じ しん げん じ ものがたり
読める自信はありましたが、『源氏物語』となるととて

むずか うつく ぶんがく じゅうぶん
も難しい。しかし、その美しさ、その文学のよさは十分

みと わたくし に ほん ご おと
に認められました。そして私は、日本語そのものの音と

おんがくてき めん はじ き
か、音楽的な面に初めて気がついたのです。こういうこ

ぶっきょうぶんがく こう ざ つれづれぐさ
とがありました。仏教文学の講座のときに『徒然草』を

ぶんしょう うつく に ほん ご
やりまして、あまりにも文章が美しいので、日本語がひ

ひと よ き
とつもわからない人にも読んで聞かせたのです。「あだ

の つゆ き とき とり べ やま けむり た さ す
し野の露消ゆる時なく、鳥部山の煙立ち去らでのみ住み

は なら よ
果つる習ひならば、いかにもののあはれもなからん。世

さだ わたくし じ ぶん うつく おも
は定めなきこそいみじけれ。」私は自分で美しいと思っ

かり に ほん ご うつく
ていましたから、仮に日本語がわからなくても、その美

かん かくしん こと ば おんがくせい
しさを感じるはずだと確信していました。言葉の音楽性

む し おも
を無視してはいけないと思います。

に ほん りゅう がく

� 日本留学 �

ねん ゆめ に ほん りゅうがく
１９５３年、いよいよ夢がかなって日本に留学できること

ねんかん きょう と す
になり、すばらしい２年間を京都で過ごすことができま

こま かんさいべん わたくし おぼ に ほん ご
した。でも困ったのが関西弁です。私が覚えた日本語に

かんさいべん なに い
関西弁はありませんでしたが、ときどき、何を言ってい

おも わたくし おぼ に
るのかなと思うことがありました。また、私が覚えた日

ほん ご たいしょう じ だい に ほん ご
本語は、どちらかというと大正時代の日本語ですから、

のりあい じ どうしゃ で き
「乗合自動車はどこから出ますか」と聞いて、「えっ？
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い わら
あ、バスのことですか」と言われたことがあります。笑

わたくし に ほん ご
われたのはそれだけではありませんが、私は日本語を

いっしょう とも き ちょう ひと
しゃべっていたので、一生の友だちになれる、貴重な人

なんにん に ほん ご はな とも つく
が何人もできました。日本語を話すことは、友だちの作

かた ひと
り方の一つです。

こううん わたくし げ しゅく もん ぶ だいじん
幸運なことに、私の下宿には、あとで文部大臣になっ

なが い みち お と かれ まいばんはな
た永井道雄さんが泊まっていました。彼とは毎晩話して

ひ じょう べんきょう たと わたくし げ しゅく はい
非常に勉強になりました。例えば私が下宿に入ったとき

おく なにしんぶん と き
に、そこの奥さんに「何新聞を取りますか」と聞かれて、

しんぶん ぞくあく よ い
「新聞のような俗悪なものは読みません」と言ったので

わらい なが い かげ わたくし しんぶん よ
すが（笑）、永井さんのお陰で私は新聞を読むようにな

しんぶん ざっ し きょう み
りました。新聞だけではなく雑誌などにも興味を持つよ

なが い いっしょ せんきょ えんぜつ き
うになりましたし、永井さんと一緒に選挙の演説を聴き

い い に ほん し
に行ったりして、生きた日本を知るようになりました。

わたくし き ちょう
それは私にとってきわめて貴重なことでした。

わたくし きょう と あいだ ば しょう けんきゅう
私は京都にいる間、芭蕉の研究をやるのがいちばんの

もくてき なが い まいにち き はなし
目的でした。しかし、永井さんから毎日聞く話で、もっ

こんぽんてき おも に ほんぶんがく
と根本的なことをやったほうがいいと思い、「日本文学

せんしゅう へんしゅう に ほん ご
撰集」を編集することにしました。それはいま、日本語

よ がいこくじん さつほん じ
を読めない外国人のための２冊本になっております。自

ぶん はなし きょうしゅく ぶんがく せん しゅう よ
分の話で恐縮ですが、「あの文学撰集を読むことによっ

はじ に ほん ぶんがく し
て、初めて日本に文学があることを知りました」とか、

わたくし に ほんぶんがく けんきゅう けっしん
「私も日本文学の研究をやろうと決心しました」とか、

こえ なんかい き わたくし
そういう声を何回も聞いたことがあります。これも私の

に ほん ご やく た おも
日本語が役に立つことになったと思います。

げんだいぶんがく がくもん
ケンブリッジにいたころは、現代文学は学問ではない

ひ じょう つよ し せい わたくしじ しん ぶんがく
という非常に強い姿勢がありました。私自身も、文学は

こ てん かぎ おも に ほん あいだ
古典に限ると思っていました。しかし日本にいる間に、

かん せ かい に ほん
そうではないと感じるようになりました。世界に日本の

しょうかい に ほん ただ み なお
ことを紹介したい、日本のことをより正しく見直しても

き も ひ じょう つよ
らいたい、そういう気持ちが非常に強くなったのです。

に ほん ご わたくし

� 日本語と私 �

わたくし まいにち なに あたら こと ば おぼ
いまでも私は毎日、何か新しい言葉を覚えていますし、

に ほんぶん か あたら ち しき え
日本文化について新しい知識を得ることがあります。４０

なんねんまえ に ほん ご つか わたくし なか に ほん
何年前から日本語を使っていますから、私の中では日本

ご ふか はい えい ご い
語も深いところに入っていて、英語では言えないような

こと ば
言葉もあります。たとえば、「もったいない」「たのもし

あさ はなし なか わたくし
い」「ありがたい」「浅ましい」などです。話の中で私

こと ば し ぜん つか えいやく
はそういう言葉を自然に使っていますが、英訳はできま

せん。

に ほんぶん か ぜんたい ほう こ なか たからもの
日本文化全体が宝庫です。中にはいろいろな宝物が

はい とびら あ に ほん ご とびら ひら
入っている。その扉を開けるのは日本語です。扉を開い

はい たからもの み
て入ったらいろいろな宝物を見つけられますけれども、

とびら まえ た なか はい
扉の前に立っているだけでは中にどんなものが入ってい

るかわかりません。

わたくし ほんやく ば あい に ほん ご えい ご
私が翻訳する場合、日本語と英語をどういうふうに

つか ただ げんぶん ちか ほんやく
使ったら、より正しい、より原文に近い翻訳ができるか

ば あい ひ じょう むじか し
ということがあります。場合によっては非常に難しい仕

ごと たと わたくし み しま ゆ き お うたげ
事です。例えば、私は三島由紀夫さんの『宴のあと』の

えいやく しょう せつ なか いちりゅう りょうてい お
英訳をやりましたが、その小説の中で、一流の料亭の女

かみ きゃく はな ば めん きゃく
将さんがお客さんたちと話す場面があります。そのお客

えら せい じ か じ ぎょう か
さんたちはみな偉い政治家や事業家ばかりです。そうい

ひと たい ぶ れい じょうだん い
う人に対しては無礼な冗談を言ってもいいのです。そう

ひと じ しん ぶ れい じょうだん い
いう人たちは自信があるから、無礼な冗談を言われても

きず う もんだい ぶ れい
傷を受けることはありません。問題は、「無礼」をどう

えいやく じ しょ み
英訳したらいいかということです。辞書を見ましたら、

「rude」「impolite」「discourteous」「disrespectful」

ぜん ぶ で わたくし
「unceremonious」、全部出ていました。しかし私は、そ

こと ば べつ こと ば ほんのうてき おも
ういう言葉ではない、別の言葉があると本能的に思いま

ほんやく かんせい わたくし
した。翻訳が完成したあと、私はカンボジアのアンコー

み い ゆう や ぜんたい
ルワットを見に行きました。ちょうど夕焼けで、全体が

いろ なん い こう
オレンジ色になりました。何とも言えないすばらしい光

けい けいよう し
景です。そのときに「uncomplimentary」という形容詞

う わたくし さが えい ご
が浮かんだのです。それは私が探していた英語でした。

に ほん ご やく た
� 日本語は役に立ちますか？ �

わたくしじ しん いっしゅ せんきょう し むかし せんきょう し がいこく しゅう
私自身は一種の宣教師です。昔の宣教師は外国の宗

きょう に ほん ひろ わたくし ぎゃく
教を日本に広めましたが、私は逆のことをやっています。

がいこく に ほんぶんがく に ほんぶん か ひろ
外国で日本文学や日本文化を広めているつもりです。

わたくし げんざい さい わたくし
私は現在、７７歳になりました。しかし、私はまだやる

に ほんけんきゅう
べきことがいっぱいあります。それは日本研究でなけれ

なに に ほん ご おぼ
ばできないことです。何よりもそれは、日本語を覚えた

おも わたくし
ことによるものだと思っています。そういうことで、私

に ほん ご やく た しつもん
に「日本語は役に立ちますか」という質問がありました

へん じ
ら、その返事はわかりきっております。

ねん う だいがく
１９２２年ニューヨーク生まれ。コロンビア大学

ひ かくぶんがく せんこう に ほん ご ちゅうごく ご
で比較文学を専攻するかたわら日本語と中国語

まな だい に じ せ かいたいせんちゅう かいぐん ご がくがっこう へ
を学ぶ。第二次世界大戦中は海軍語学学校を経

じょうほうかんけい ぎょう む せん ご だい
て情報関係の業務につき、戦後、コロンビア大

がくだいがくいん ふくがく に ほんぶんがくけんきゅう みち はい
学大学院に復学、日本文学研究の道に入る。ケ

だいがく はく し か てい しゅうりょう ひ つづ きょうべん と いっぽう
ンブリッジ大学で博士課程を修了、引き続き教鞭を執る一方、

ねん ねんかん きょう と だいがく りゅうがく だいがくきょうじゅ へ
１９５３年から２年間、京都大学に留学。コロンビア大学教授を経

ねん どうだいがくさいこうしょうごう
て、１９８８年には同大学最高称号であるユニヴァーシティ・プロ

にんめい ねん たいかん どうだいがくめい よ きょうじゅ
フェッサーに任命された。１９９２年に退官、同大学名誉教授と

げんざい いた まいとし ねん はんぶん に ほん す けんきゅうぶん や
なり現在に至る。毎年１年の半分を日本で過ごし、研究分野は

に ほんぶんがく れき し ぶん か など た ほうめん
日本文学にとどまらず、歴史・文化等多方面にわたっている。

ねんくんさんとうきょくじつちゅうじゅしょう ねんこくさいこうりゅう き きんしょう じゅしょう ちょしょ
１９７５年勲三等旭日中綬章、１９８３年国際交流基金賞を受賞。著書

に ほんぶんがく れき し ぜん かん など た すう
に『日本文学の歴史』（全１８巻）等多数。

し りゃくれき
● ドナルド・キーン氏 略歴 ●
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